
鏑木先生の思い出

本学名誉教授鏑木政岐先生が昨年12月 27日 にお

なくなりになった。享年85歳であった。

先生は石川県金沢の高名な神官の家柄の出であ

る。大正15年に東京帝国大学理学部天文学科を卒

業され,引 き続いて理学部助手兼東京天文台技手

に就任,助教授を経て昭和21年教授となられた。

以後昭和38年に定年御退官になるまで37年の長き

にわたって,理学部において研究,教育,行政に

御尽力になった。

天文学教室の歴史において戦後の最大のイベン

トは,昭和35年 に,旧東京天文台跡地麻布飯倉の

土地 (と 木造バラック式家屋)を手離 して,理学

部の本拠地に移転 したことである。麻布の土地の

代償は理学部 3号館となった。この移転を決断 し

て陣頭指揮をとられたのが鏑木先生であった。

先生の御専門は天文学の中でも恒星天文学とい

われる分野で,銀河回転や恒星運動の非対称流な

ど,当時の恒星天文学の研究における世界の潮流

に着目してこれを摂取推進 し,わが国における恒

星天文学の開拓者となられた。先生の専門分野の

著作には多数の論文の他に『 宇宙構造論 』 (岩波

講座物理学Ⅷ .C.昭和14年 )があり,当時のこの

分野の唯一の文献であった。

このように御専門は恒星天文学であるが,新制

大学発足時は未だ恒星天文学という講義科目が無

かった時代で,先生は天文学第二講座を担任され

て球面天文学 (1年 4単位)と実地天文学 (半年

2単位)を講義された。

筆者は,新制大学第 1期生として昭和26年 4月

に天文学科 (当 時は物理学科天文課程)に進学 し,

麻布飯倉の理学部天文学教室において初めて聴講

したのがこの球面天文学であり実地天文学であっ

た。太陽はお天道さま,月 や星はお月さまとお星
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さまになって,なかなかにうるおいのある名講義

であった。

実地天文学の講義では,天体望遠鏡の鏡筒は自

分自身の重さで屈曲しているものと思え,と聴か

されびっくりした。その他にも,子午儀の垂直度

盛環の軸は環の中心を通っているはずがなく,環

は円であるはずがなく,日盛は一様に刻まれてい

るはずがなく,軸受のボールベアリングは球であ

るはずがない,と 思うことを学んだ。これらの講

義の内容は『 応用天文文学 』 (河出書房,昭和26

年)に その片鱗を伺うことができるが,その名調

子を偲ぶことはできない。

昭和28年 には新制大学院が発足 し,先生は今度

は恒星天文学と位置天文学の講義を担任された。

大学院修士課程の学生は 3名 だったので,聴講が

2名 になることはよくあったし1名 になることも

時にあった。先生の講義は大学院になってもお天

道さま,お月さま,お星さまの名調子は変らなか

ったし, さらに学生が 1名でも皆さんは……と語

りかけられたのが印象に残っている。

先生は古武士を偲ばせる豪放嘉落なお人柄であ

りながら,案外と細かに気を配 られて,温情豊か

に学生にも接せられた。筆者はその昔典型的な貧

乏学生であって,学会への旅費もまヽならぬこと

を見通されてであろうが,何気なく,先生の講演

の資料などを運ぶアルバイ トにかこつけてポケッ

トマネーを出して くださったこともあった。

そういう先生の周囲にはおのずから人が集まっ

て,恒星天文学の研究者集団がつくられた。この

研究集団はSAMと 愛称された。 "来 る者は拒ま

ず去る者は追わず "と いう先生の主義であったが ,

去る者は皆無で,恒星天文学の分野を離れて多数

の研究者が SAMに 参加 した。夏の研究会がSA
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